
詩３ッ    露古 
黒い朝 

 

つま先が硬い 

黒い朝が乳首を噛んでいる 

私は犬の形を恐れ 

倒れる 

 

 

合掌 

 

食う 

頭から食う 

がしがし食う 

食ってもいいのか分からない 

でも食う 

ねじ込み式のターンテーブルの下で食う 

頭上でぐるぐる回っているのは気まぐれな例の妄想ってやつなのかもしれない 

おいしょろろ、おいしょ 

ぐんぐん回せ 

日の高いうちは安全だと思っていただろ 

気の毒な住人たちは必死になってしがみついてる 

気の毒な住人の皆さーん 

おもしろい冗談が言えるうちは生きてることにしといてやるから 

おいらのことも少しは気の毒がってくれよ 

おいしょろろ 

飛ばされるな 

食え、 



象の船 

 

晴れている 

私は穏やかな波を感じながら本を読んでいた 

象よ、象だわ 

妹がきらきらひかる船窓を指さす 

向こうから同じように巨大な船が来る 

象？どこに？ 

母も可笑しがって窓の景色を探している 

象さん、象さん、なぜそこに？ 

甲板に象がいる 

デッキは急に人だかり 

象さん、象さん、なぜそこに？ 

象の船はぐんぐん近づいてくる 

ぐんぐんぐんぐん 

あれあれ？来るよ 

みんな象に手を振る 

ぐんぐんぐんぐん 

ぐわわわがぁーーーーん 

象の硬い足が見えた 

水が入ってくる 

私は母と妹の手を取った 

海が入ってくる 

私たちは死ぬ 

確実に 


